
とっとり県議会だより

一般
質問

鳥取県議会

①今回の豪雪では除雪作業
員の数と経験の不足があった。
除雪の研修を県が行えば除雪能
力を向上させることができるので
はないか？②除雪の出動基準が
あやふやなので判断基準と出動
体制を構築すべきでは？

①教訓を胸に刻み対策に邁進
したい。除雪人材の育成事業に
ついて事業者側と調整したい②
現状の出動基準は10センチの積
雪となっているが、新年度に向け
て業者と調整し、5～10センチな
ど、幅を持った基準にするなど、
改めていきたい。

福田 俊史 議員

今後の雪害対策に
ついて

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党

社会の超高齢化に伴う孤独
死、高齢者犯罪の増加などの問
題の根底には高齢者の貧困問題
があると言われているが、これは
根深いものであり、一朝一夕で解
決するものではなく、国はもちろ
ん、地域全体で取り組むべき問
題だが、県としても何らかの対応
をすべきと考えるが。

子どもの貧困と同様の問題で
あり、新年度改定の鳥取県高齢
者の元気と福祉のプランの中に
高齢者の貧困について、一つのカ
テゴリーとして市町村や現場の声
を聴いてまとめていきたい。

島谷 龍司 議員

高齢者の貧困対策に
ついて

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

がんの新たな治療法として分
子標的薬や免疫チェックポイント
阻害薬が登場している。本県の
がん拠点病院の医師を県外の医
療機関に派遣し、長足の進歩を
遂げているがん治療を学ぶ制度
を考えてはどうか。

新しい医療の力で、がんの死
亡率全国ワースト３位から改善の
兆しがある。新しい治療薬等、が
ん治療の研修は大切。本県で症
例の多い肺がんや胃がん、肝がん
を優先的に、県外の指折りの病
院での専門研修への支援につい
て早速関係者と協議する。

前田 八壽彦 議員

新しいがん治療への
対応

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

安全な農産物の国際認証とし
て最もレベルの高いグローバル
ＧＡＰがある。東京オリンピック
開催時の食の調達基準にもなっ
ている。全国の農業高校で唯一、
青森県立五所川原農林高校がグ
ローバルＧＡＰを取得している
が、世界を見通した農業人材育成
の教育として県内の農業高校で
のグローバルＧＡＰ取得に向け
検討することも必要と考えるが
教育長に伺う。

(教育長)五所川原農林高校が
教育の中でどのように生かしてい
るのか視察し研究する。

澤 紀男 議員

農産物の国際認証
グローバルＧＡＰ（※）

選挙区　米子市
会　派　公明党

除雪対策について①新潟県
上越市のように除雪車にＧＰＳを
取り付け、動きをリアルタイムで
ネット公開②県道と市道を一括
一元化した除雪体制に③ＳＮＳを
活用した情報収集。以上につい
て取り組んではどうか。

①市町村と話し合う②市町村
と相談する③研究を深めたい。

子供の格差は、大人の責任で
是正していかなくてはならない。
こども食堂の取り組みを問う。

こども食堂の平成31年度の
設置目標を、15食堂から、少なく
とも30食堂に引き上げる。

坂野 経三郎 議員

　除雪対策
　こども食堂

選挙区　鳥取市
会　派　民進党

２月定例会では、26
人の議員が一般質問を
行いました。

本紙では、 各議員の
質問の中から、質問と答
弁の要旨を掲載します。

なお、 議事録の全文
は、県議会ホームページ
からご覧になれます。

※ ＧＡＰ…農業生産現場において、食品の安全確保などに向けた適切な農業生産を実施するための管理のポイントを整理、実践、
記録する取り組み。
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①倉吉市の中部地震被害に
ついて、再調査の結果により局地
激甚災害の指定を国に求めてい
くべき②美術館の実現に向けて
知事、教育長の所感を伺う。

①公営住宅災害査定が残って
おり適用の可能性はあるので求
めていく②議論の末にできた基
本構想を起点とし深化させ全県
の施設として仕上げたい。(教育
長)オープンで真摯な検討、県民
意識調査などを通じて県民の理
解も深まったと思う。関係機関の
ネットワーク構築など県民立の美
術館となるよう努力する。

長谷川 稔 議員

中部地震激甚指定
美術館建設問題

選挙区　倉吉市
会　派　無所属

中部地震からの復興に向けて
産業としての観光の振興が必要
ではないか？そのためには良好な
景観の形成が必要だと考えるが、
これまでの取り組みは十分では
なかったのではないか？

産業としての観光振興は、ま
ずはそれぞれの市町村や広域の
地域が戦略を実行し、県はそれら
の取り組みで、地域だけでは賄い
切れないものを広域的にサポート
していく。景観については、デザ
イナー的に修景をつくる取り組み
があちこちで生まれるようにした
い。

川部 洋 議員

観光産業の振興と
景観形成の必要性

選挙区　倉吉市
会　派　希望（のぞみ）

①TPPは頓挫したが、アメリカ
との２国間交渉を見据え、県内農
業保護・振興政策が必要ではな
いか②林業振興のために造林公
社の役割を再考してはどうか③
公立大学としての環境大学のあ
り方を問う。

①庁内の農林部局も含め、国
際経済変動対策のプロジェクト
チームを編成し対応する②人材育
成・研修等業務を拡張するのも
一案かもしれない③県内出身者
割合は相対的に低い傾向。公立
大学の使命として県内出身者を
増やす努力をしていく。

藤井 一博 議員

農林業振興政策、
環境大学のあり方

選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

①来年産米からの米政策改
革に対して、米の需給調整と飼料
用米などの交付金の法制化を国
に求めるべき②美術館構想に、
美術を通じた学び、対話型鑑賞
や学校授業との連携という視点
が盛り込まれた。県教委各課に
またがる関わりが必要だ。

①需給調整の責任を果たすこ
とと、交付金法制化ではなく予算
総額の確保を国に求める②(教育
長)29年度、博物館内の検討チー
ムと、県教委各課と学校現場の
組織横断ＰＴ(※)とを立ち上げ、リ
ンクさせて検討する。

興治 英夫 議員

コメ政策改革と
美術館構想への対応

選挙区　倉吉市
会　派　民進党

①山陰自動車道のうち未整備
の北条道路の早期全線開通と北
条湯原道路の整備促進は中部圏
域にとって重要事項。早期実現
を望む②北条用水路の改修は、
その役割から、水路施設整備事
業ではなく農村地域防災減災事
業とし早期着工を望む。

①災害時の輸送路、積雪時の
代替路等の様々な機能が今回証
明された。決意も新たに道路の
接続に全力を挙げていきたい②
防災減災事業の可能性を国と協
議していきたい。そのため29年度
にしっかりと調査したい。

横山 隆義 議員

道路網の整備促進
北条用水路の改修

選挙区　東伯郡
会　派　希望（のぞみ）

①豪雪時、各企業で出勤前に
休業判断出来るよう経済界と協
議を②産後ケア施設を増やす方
策を③バナー広告の代わりに観
光グルメ等お勧め記事を配信で
きるシステム構築を④美術館だ
けでなく全県アートピア構想を
具体化する検討委の設置を。

①企業側と対策を協議したい
②認知度を高め利用促進を図る
支援を強化したい③イベントサイ
ト等に観光・グルメ情報が行く工
夫は可能④アートピア構想を盛り
上げるのは賛成。検討の場作り
を県教委と協議する。

福浜 隆宏 議員

雪対応・産後ケア
ＷＥＢ・美術館

選挙区　鳥取市
会　派　無所属

※ ＰＴ…プロジェクトチームの略
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※１ ＧＡＰ…農業生産現場において、食品の安全確保などに向けた適切な農業生産を実施するための管理のポイントを整理、実践、
記録する取り組み。

※２ ＨＡＣＣＰ…食品を製造する際に工程上の危害を起こす要因を分析し、それを最も効率よく管理できる部分を連続的に管理し
て安全を確保する管理手法。

検討委員会、専門委員会、教
育委員会の議事録を読むと、最
初からアンケートを念頭に鳥取市
２ヶ所を含む候補地とするなど、
審議の過程や内容が作為的誘導
だ。また、アンケート結果につい
ても３候補地の差は誤差の範囲
という専門家の意見を無視した
基本構想ではないか。

基本構想がゴールではなく、
本当に県民立と言えるよう説明
責任を尽くす。道路のことを含
め、教育委員会で解決がつかな
い所は執行部も一緒に重荷を背
負って行く覚悟である。

中島 規夫 議員

美術館の理念と
プロセスについて

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

①中部地震や大雪を踏まえた
地域の支え愛の考え方をあいサ
ポート条例と防災危機管理条例
の中に盛り込むべきでは。②布
勢の障がい者スポーツ拠点整備
のスケジュール感はどうか。

①「災害時支え愛活動」や
自治会単位で自主的に開設する
「支え愛避難所」を新たな災害
対策として考え、防災危機管理条
例、あいサポート条例に盛り込ん
でいきたい②６月までに構想を取
りまとめ、パラリンピック前の平
成３１年度に完成できるよう、ね
じを巻いていく。

浜崎 晋一 議員

災害時の支え愛と
障がい者スポーツ

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

①ＧＡＰ(※１)認証は輸出や
流通面で強い競争力を発揮す
る。本県での必要性と今後の対
応を伺う②衛生管理の国際基準
ＨＡＣＣＰ(※２)の導入が、早けれ
ば2018年には全ての食品事業者
に義務づけられる。資金的、人的
支援が緊急に必要では。

①世界的にはグローバルＧＡ
Ｐを求める時代が来る。高いレベ
ルのＧＡＰ認証を狙う戦略でいく
②支援体制を改めて考え直し、世
界と戦える本県の農林水産業・
食品加工業の支援をしていきた
い。

広谷 直樹 議員

農業に関わる
認証制度について

選挙区　岩美郡
会　派　自由民主党

処分場事業計画書の縦覧は
土地関係が48頁も抜かれ、市民
の指摘を受け追加した。なぜ抜
いたのか。計画地の４７％は米子
市有地であり、平成4年の開発協
定は一般廃棄物処分場に利用が
限定され、産廃への変更はまだ
だ。こうしたことを市民に隠した
のではないか。

縦覧は土地所有者等の情報ま
で求められておらず、私有地もあ
り個人情報に配慮した。追加自
体は条例規定に該当しない。用
途変更は事業の是非が整った段
階でする。

錦織 陽子 議員

産廃処分場事業計画
縦覧やり直しを

選挙区　米子市
会　派　共産党

位置的な県の真ん中でなく、
情報が集まる県庁所在地に置く
べきとの意見を聞く。また、偏っ
た報道が流れ不満を抱く人が多
くいる。この状況で決めること
は、県民を混乱させ、美術館建設
に希望が持てないと感じる。知
事、教育長の所感は。

もう一回やり直すことは、逆
に県民の間に混乱が起きる。民
主主義の力を信じたい。（教育
長）予算議決の暁には、速やか
に、鳥取市議会、関係市町村を回
り基本構想内容を丁寧に誠実に
説明させていただく。

濵辺 義孝 議員

美術館建設は県民に
十分な説明を

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

①10年前との比較で製造業
の事業所数、出荷額の減少をど
のように考えるか②農林漁業は
市場縮小を考えれば頑張ってい
るが、２次産品、加工業に、より
取り組んではどうか。

①大企業が撤退し出荷額が
減少したが、企業誘致も進み出
荷額ベースで７年ぶりに戻って来
ている。１兆円あった製造品出荷
額が戻ることを目指す②付加価
値を高めるよう応分に県の政策
も割いていく。加工場が揃ってい
ない所もあり、本県の課題として
取り組んでいく。

西川 憲雄 議員

数字で見る鳥取県

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党
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※１ UD タクシー…ユニバーサルデザインタクシーの略。誰もが利用しやすい新しいタクシー車両。
※２ ネウボラ…妊娠から出産、子育てまで自治体が切れ目なくサポートするしくみ。
※３ マイ保育園…育児に対する不安感や負担感を解消するため、各地域の保育所を身近な子育て支援施設と位置づけ、保育所

入所前から登録保育園でのサービスを受けられるようにするもの。

県産品の販売促進が取り組ま
れているが、冠婚葬祭用のカタロ
グギフトに県産品が一つもない。
返礼品用のカタログに県産品の
掲載をしていただく戦略を検討し
たらどうか。また、ふるさと納税
の返礼用に市町村が作成してい
るカタログを活用して、県内版の
冠婚葬祭返礼用のカタログがで
きないか。

新たに冠婚葬祭を手掛けてい
る業者に売り込み、攻勢をかけた
い。県内版カタログギフトについ
ては、できるかできないかを含め
研究したい。

伊藤 保 議員

カタログギフトに
県産品売り込みを

選挙区　東伯郡
会　派　民進党

①中小零細企業の休廃業対
策は喫緊の課題｡支援策は②山､
田畑を荒す猪と鹿の捕獲２７年度
約15,000頭｡活用の為のジビエ
振興は③家庭内保育支援事業が
女性を家に縛らないようその目
的を伝え､孤立化防止のネウボラ
(※2)充実やマイ保育園(※3)を。

①現場の声を聴き､事業引継
ぎ支援センターの体制の充実を
図る②西部に振興組織ができれ
ば応援し､今後の体制づくりを協
議する③正しくＰＲする｡ネウボラ､
マイ保育園は市町村と情報共有｡
いろいろ研究してもらいたい。

浜田 妙子 議員

中小零細企業対策
ジビエ、家庭保育

選挙区　米子市
会　派　民進党

①美術館㋐先日の表明で｢足
し算｣と言われたが具体的には？
㋑総意でない場所に決定しては
いけない㋒不利益を被る東部の
県民の気持ちに思いが至らない｡
倉吉決定を撤回し､県民､特に東
部の賛同を得る努力を②県営住
宅の水道料金徴収委託は。

①㋐従来の博物館と新しい
美術館の役割分担について配慮
する㋑立ち止まれば結局できなく
なる㋒東部のことも含めて、皆さ
んからお話も聞きながら詳細を
決めていく②入居者、管理人の費
用負担は求めない。

銀杏 泰利 議員

美術館問題、県住
水道料金徴収委託

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

条例上の区域外の皆さんの
気持ちにどう応えていくかが今
計画を推進するための絶対条件
であると思う。条例上の区域外
の皆さんの理解をどのようにして
求める考えなのか。

地元の住民の理解が得られ
ているという段階になったら、自
治連合会、商工会、漁協など、求
めがあれば、環境管理事業セン
ターとよく相談して、県が出向い
て、許可した処分場の整備計画、
地域振興策等を説明するという
ことについてはやぶさかではな
い。

松田 正 議員

淀江産廃処分場
エリア外へも説明を

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

①核兵器廃絶ヒバクシャ署名
を②UDタクシー(※1)障がい者料
金安く③国保の国減額見直し生
かし小児医療費無料に④中部地
震一部損壊支援の制度化⑤地震
復興これから。美術館中止を。経
費削減PFIやる業者あるのか⑥県
警職員の公務員試験口利きや暴
力団事務所出入りが開示請求で
明らかに。処分重くし発表を。

①署名する②話をしたい③現
時点では考えてない④検討し議会
に諮る⑤(教育長)現段階何とも言
えない⑥(警察本部長)警察庁指針
を参考に個別の事案毎に判断。

市谷 知子 議員

核兵器廃絶、美術館、
県警職員処分

選挙区　鳥取市
会　派　共産党

鳥取県西部の外環状道路の
ミッシングリンクをつないでいく
ことが重要と考える。外環状道
路として日野川西側に皆生諏訪
線を検討すべきと考えるが、知事
の所見を伺う。

米子市南側から国道180号、
181号、東西方向の山陰道などの
幹線道路が市街地中心部に放射
状に流れている関係で、市街地が
渋滞しやすい状況にあるのが現
状。今後地元と相談し、県と市の
役割分担を協議しながら、今後の
道のあり方について考えていきた
い。

内田 隆嗣 議員

県西部の
環状道路について

選挙区　米子市
会　派　自由民主党
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とっとり県議会だより

県民の稼ぐ力をいかに作るか
の観点から①兼業･副業の推進
②奨学金について､大学入学年度
からの登録や起業する場合の優
遇措置など支援制度の見直し③
実践的ビジネスサロン･スクール
の設置等に取り組むべき。

①活力や成長力が生まれると
思う｡国の調査をフォローアップ
しながら広めていく②出資者と調
整のうえ工夫したい③提案され
た神戸の事例のように成長の基
軸を担うような起業を目指し､新
しいタイプのファンドの運用や組
み換えを検討したい。

野坂 道明 議員

成長を切り拓く
人材の創出について

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

①観光客の増加が見込まれる
中、ＪＲ境線の観光列車化を図ら
れるようＪＲに働きかけてはどう
か②重大ないじめ問題が確認で
きた場合の県の対応は？

①妖怪列車のパワーアップを
含め、沿線を盛り上げるように境
港や米子の観光協会と協議しＪ
Ｒに働きかけたい②（教育長）調
査結果は原則公表だが、特別な
事情など個別に検討し判断する。
担任一人が抱えるのではなく組
織的に対応することで、重大事態
につながるケースを防ぐことに力
を注いでいく。

浜田 一哉 議員

　観光戦略
　いじめ問題

選挙区　境港市
会　派　自由民主党

①部落差別解消推進法につ
いて㋐見解を問う㋑県･県教委
そして運動体･有識者等で構成す
る新たな協議機関を設けて施策
を協議しては㋒地域に似合った
対策を②大山1300年祭は県が
リーダーシップをとるべき。

①㋐基本理念が条文に書か
れたのは特筆すべき(教育長)重要
な意義があると認識㋑既存の協
議会を拡充し､教育者の方々も意
思統一が図れるように統一的な
場所で関係者と議論したい㋒先
導的な事例を作れるように考え
たい②県の体制強化を図る。

福間 裕隆 議員

部落差別解消法
大山1300年祭

選挙区　西伯郡
会　派　民進党

【自由民主党】
【 民 進 党 】
【 公 明 党 】
【 希

の ぞ み

望 】
【 共 産 党 】

鳥取県議会自由民主党
会派民進党
公明党鳥取県議会議員団
鳥取県議会会派希

の ぞ み

望
日本共産党鳥取県議会議員団

会
派
正
式
名
称

答弁者説明
答弁者は、記載のないものは知事（各部局長の答弁を
含む）。教育長、警察本部長は知事の部局ではないた
め別に表記した。

お知らせ
県議会を傍聴しませんか

　県議会の審議は公開されており、どなたでも本会
議、委員会などの会議を傍聴できます。
　暮らしに直結する審議が、どのように進められて
いるのか、直接見てみませんか。議会日程をご確認
のうえ、県議会においでください。

ネットでもご覧になれます
　本会議、常任委員会、全員協議会はインターネット
（http://www.pref.tottori.lg.jp/gikai/）で生中
継と録画中継をしています。本会議はケーブルテレ
ビでも放送しています。
※ご不明な点はお気軽に県議会事務局総務課
（☎ 0857－26－7460) へお問い合わせ下さい。

６月定例会の日程案
期　日 日　　程

６月 ９日（金） 本　 会 　議（開会・提案理由説明）
１２日（月） 常任委員会
１３日（火） 本　 会 　議（代表質問）
１５日（木）

本　 会 　議（一般質問・質疑）

１６日（金）
２０日（火）
２１日（水）
２３日（金）
２６日（月）
２８日（水） 常任委員会
２９日（木） 特別委員会
３０日（金） 本　 会 　議（採決・閉会）

※日程は変更の可能性があります。
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